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10代20代の若者の投票率が低いことが社会課題

←投票率の高い世代の
政策になりがち

←投票率の低い世代への
政策は後回しになりがち
引用：総務省HP
https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/sonota/nendaibetu/



都道府県別投票率ではワーストクラス

知らなかった

96.3％
(52人)

知っていた

3.7％
（2人）

この事実を
大学生は
ほとんど知らない

引用：総務省HP
https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/data/index.html



パーパス（存在意義）

若者が政治参加の主役になる

ビジョン（目指す未来）

投票率日本一の岡山
ミッション（果たすべき役割）

理念体系

①高校生・大学生が主体的に取り組む投票率向上プロジェクトを設計・運営する。
②若者が選挙・政治に関心を持つための情報発信、体験機会、対話の場を提供する。
③岡山市内の学校・行政・企業・地域メディアと連携し、中立で継続可能な活動基盤をつくる。



特に岡山市の投票率が低い

真庭郡

77.69％

岡山市
北区・南区

46.64％

引用：岡山県HP
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/
attachment/304599.PDF

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/


引用：旺文社教育情報センターHP
https://eic.obunsha.co.jp/file/educational_info/202401/okayama.pdf

岡山県内の大学生の約6割が県外

県外から来た学生のほとんどは住民票を移していない



立ちはだかる問題

公開討論会や若者向け
選挙イベントをするには

時間がない
お金がない
集客力がない



立ちはだかる問題

公職選挙法により
特定の候補者や政党を

応援できない

中立性を担保するには細かいチェックに時間を要す



岡山市に住民票がある
岡山市の高校生

岡山市を制することが岡山県の投票率アップにつながる

と一緒に

岡山県投票率日本一を目指す



投票促進に関するポジショニング

学内で学ぶ

学外で学ぶ

大学生から
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大人から
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プロジェクト名

投票デビューおかやま2025

ロゴマーク

人と街が一体になった岡山県をイメージ

ブランドカラー

マルチカラー（多様性と参加の象徴）

タグライン

その1票が、若者の未来をつくる。

ブランド要素

一方的な啓発ではなく、一緒につくる共創型プロジェクトの性格を象徴



ロゴマークはAIが生成したものを手直し

生成AI 岡山県の形に見えるように修正



社会的価値を次の時代へつなぐ活動計画

国内総充実へ持続可能な開発から

2030年～～2030年

「投票は義務ではなく、未来をつくる手段」
という意識の醸成と実践

①土台づくり 2025年4月～

地域文化として根付かせる
岡山モデルとして展開

③定着フェーズ 2026年～

若者・女性の政治参加を
後押しする

②拡張フェーズ 2025年8月～

GDW
Gross

Domestic

Well-being

SDGs
Sustainable 

Development 
Goals

投票率
日本一の
岡山



立ちはだかる問題をクリアする企画

時間がない・お金がない・集客力がない・公職選挙法

大学生が直接高校にお伺いし
「理想の政党」を一緒に考案する

ワークショップを企画

6月18日に岡山県立東岡山工業高等学校へ訪問

地域の社会課題に向き合い、解決策を提案・実践する
PBL（Project Based Learning）型授業として7月8日に実践



まず都道府県別順位を可視化



国政選挙5回連続1位の山形県を分析

引用：山形県HP
https://www.pref.yamagata.jp/documents/30240/r4_kou3ank.pdf

令和４年10月に
山形県選挙管理委員会、山形県明るい選挙推進協議会から発表された

【令和４年７月10日執行 第26回参議院議員通常選挙】

高校３年生への選挙についての
アンケート調査結果では

約9割が
家族と一緒に選挙に行ったと回答

家族ぐるみの投票文化



テーマ

高校生と大学生の声で
まちはどう変えられる？

グループで理想の政党をつくり
政策を発表し、模擬投票で選び合う

7月8日 東岡山工業高等学校にてワークショップ

ワークショップの内容は事前配信し
家族と一緒に考えて参加と指示



理想の政党づくりと政策立案
扇野ゼミメンバーが

各グループのファシリテーターを担当

5グループ 松村 隆暉 6グループ 中山 俊介

2グループ 酒井 日楓1グループ 瀬戸 裕貴

4グループ 長岡 依吹

3グループ 安松 康誠趣旨説明：リーダー 水嶋 悠斗

司会進行：サブリーダー 柴田 咲



グループリーダーによる発表



投票とアイスブレイク

自分以外のグループで
一番良かったグループを投票

集計中にクイズ形式で
次の岡山市長選挙について学ぶ



最高の学びの体験
運営や説明方法、プレゼンスキルなど課題があったものの
高校生たちのポジティブな感情により一緒に成功体験を味わうことができた



引用：山陽新聞デジタル https://www.sanyonews.jp/article/1755638?read=1

7月8日 山陽新聞に掲載



7月8日 RSK山陽放送のニュースで放送

引用：TBS NEWS DIG https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/2031462?display=1



家に帰ってから家族と一緒に振り返る課題

1票の価値を理解 岡山県の投票率への気づき



7月18日 終業式で1位になったチームがプレゼン

武川先生によって、全校生徒約800人の前でこの取組が紹介され

学内浸透が促進される



2025年7月19日～20日
岡山県内の18歳をターゲットにリールを広告
広告費：$20

現代経営学科のインスタグラムから動画を配信

ビュー
投稿が再生された回数

リーチ数
投稿を見たアカウント数

4875

3954

●投票に行こうという言葉は使わない
●投票率を可視化し、気づきを与える
●攻撃的になりすぎないよう、文言と広告頻度を配慮



7月20日の結果 岡山県の投票率は全国44位

62.55％

54.18％

山形県

岡山県

2025年参議院選挙

1位

44位
前回選挙よりも6.95ポイントを伸ばしたものの
全国平均58.51％には届かず

国政選挙6回連続1位

引用：総務省HP
https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/data/index.html



18歳、19歳の投票率は参議院選挙では過去最高を記録

引用：山陽新聞デジタル https://www.sanyonews.jp/article/1763573

18歳
19歳
平均

43.48％
41.10％
42.42％

引用：岡山県HP

https://www.pref.okayama.jp/soshiki/156/#ka_headline_5



【参議院】岡山県の18歳、19歳の平均投票率推移

42.42％

2016年

39.53％

27.74％
31.38％

2019年 2022年 2025年
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引用：山陽新聞デジタル https://www.sanyonews.jp/article/1763573

●高校での主権者教育の浸透
●SNSでの情報発信



社会的価値を次の時代へつなぐ活動計画

国内総充実へ持続可能な開発から

2030年～～2030年

「投票は義務ではなく、未来をつくる手段」
という意識の醸成と実践
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地域文化として根付かせる
岡山モデルとして展開

③定着フェーズ 2026年～
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7月29日 拡張フェーズへ高校1年生が参戦
これまでの想いと取組を共有し、今後の戦略を考察



9月23日 おかやまのまち政策アイデア甲子園2025



岡山青年会議所理事長賞を受賞
6チームエントリー
最優秀賞は岡山大学医学部チームの防災政策
IPU×東岡工合同チームは動物愛護に関する政策

↑2025年度
公益社団法人岡山青年会議所
第75代理事長 妹尾 愛希氏



岡山市長選挙でも投票率を可視化



岡山市内の高校へ配布

岡山工業高等学校（下記写真）、岡山後楽館高等学校ほか、東岡山工業高等学校藤原校長先生から拡散



引用：選挙ドットコム https://go2senkyo.com/local/senkyo/25556

投票率は2.6%アップ！ 年代別投票率は集計中



11月1日に東京で開催されるブランドマネジメントアワード
4年連続ファイナリストに選出



ユニクロなど大手ブランドがひしめく中
SDGs審査員特別賞を受賞



私たちはこの衆議院選挙は、
高校生の入試と大学生の就活が重なり、

活動ができませんでした。
それでも投票率は過去最高を更新しました。

2026年2月8日衆議院選挙について



1 山形県 60.82 奈良県 62.17

2 秋田県 59.44 山形県 60.78

3 新潟県 58.56 長野県 60.32

4 奈良県 58.49 愛知県 59.96

5 島根県 58.14 東京都 59.16

全国平均 53.85 全国平均 56.26

37 岡山県 53.82

44 岡山県 50.24

2026年2月8日衆議院選挙

引用：総務省HP https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/data/index.html

2024年10月27日衆議院選挙

大雪の影響があり山形7連覇は達成できなかったものの、全国平均は前回を2.41ポイント上回る



【衆議院】岡山県の18歳、19歳の平均投票率過去最高
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引用：山陽新聞デジタル https://www.sanyonews.jp/article/1871141?rct=election&kw=4&read=1
岡山県HP https://www.pref.okayama.jp/page/537693.html

18歳は約半数（46.12％）が一票を投じたが、
19歳は約3人に1人（33.88％）

https://www.sanyonews.jp/article/1871141?rct=election&kw=4&read=1
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投票率向上のための三位一体の岡山モデル

仕組みの整備
住民票

期日前投票
デジタル周知

学びの進化
知識型の

主権者教育から
体験型・共創型教育へ

共感の創出
若者が「応援したい」
「参加したい」と思える

リーダー
ビジョンの可視化




